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mGuard Smart/PCI/Industrial/Blade/Delta 設定 

 

ユーザー認証/ 設定 

ユーザ認証の項目では、mGuardにおけるユーザー認証関係を設定します。 

以下の設定の説明をします。 

ローカルユーザー 

リモートユーザー 

 

 

mGuard メニューからユーザー認証 >> ローカルユーザー 

 

 

 

 

 

mGuardは、3つのレベルのユーザー認証をサポートしています。 

特定の認証レベルでログインする場合は、そのレベルのパスワードを入力する必要があります。 

Root  : このレベル（パスワード）では、mGuardの全パラメーターへの権限が与えられます。 

Admi  : このレベル（パスワード）でログインすると、Webベースの設定画面でアクセス可能な設定オプションに必要な 

権限が全て与えられます。 

User   : ユーザーのパスワードを設定して有効にした場合、mGuardを起動させ、HTTP URLにアクセスする前にパス 

ワードが必要となります。この設定を有効にしている場合、パスワードを入力しないと VPN接続が有効にな 

りません。 

 

 
 
 

パスワード  



 

mGuard メニューからユーザー認証 >> ローカルユーザー 

 

 

 

 

 

ここでのリモートユーザー設定は、ユーザーファイヤーウォール機能を使用するときに必要となります。 

ここでの設定は、認証方法を設定します。 

なお、外部からリモートユーザー認証を使用される場合は、HTTPS設定が必要となります。 

 

 

 

認証方法として、 

mGuard が認証を行なう「Local DB」と外部の「RADIUS」サーバを選択できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Local DB を使用するときは、ユーザーパスワードを設定してください。 

 

 

 

 

 

 

 

リモートユーザー 

mGuard 

認証

192.168.1.100 

192.168.1.254 

ブラウザ画面で “ https://192.168.1.100” 



 

mGuard メニューからユーザー認証 >> RADIUSサーバリスト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

外部に RADIUSサーバを接続する事で使用できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

RADIUSサーバリスト 

mGuard 

認証

192.168.1.100 

192.168.1.254 

ブラウザ画面で “ https://192.168.1.100” 
RADIUS サーバ 

192.168.1.200 



 

mGuard メニューからユーザー認証 >> 状態 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ユーザファイヤーウォール・ルールが有効になると上記の表示になります。 

＊ユーザファイヤーウォールの設定につきましては、ネットワークセキュリティにて説明をしています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

状態 


